






































































































                                                   
3 Kāshmīrī 2009, 219 は、ダカニー・ウルドゥー文学が“身体”の世
界を歌うとすれば、北のウルドゥー文学は“精神”を歌う、という
旨を述べる。 




るようである [Luther 1998: 36f]。 実際、王自ら楽器を演奏し、
























                                                   
5 ダカニ ・ーウルドゥー文学に言及される音楽については、Nisār 1989 
に幾つか論文が収められている。 
6 ラーガ (rāga, rāg) はインド古典音楽の重要な用語で、メロディー



























春の魅惑 (chand) は芳しい頬の上に13サフラン (kēsar) の炎を
花咲かせた。 
預言者に身を捧げます14。クトゥブ王は春を遊んだ。三界15は色
                                                   
7 m. sg. pyārā 話しかけている相手は男性である。 
8 ダカニー・ウルドゥー語では“月”cānd “星”sitārā ともに男性
名詞だが、サンスクリット語の“月”candra は男性名詞、“星”tārā は
女性名詞になるので、それを踏襲しているのかもしれない。 
9 tagaṭ 布にほどこされた金色の捺染（押し模様） 







13 前半句 (رپوا لاگ دنک وس دنھچ تنو تنسب) は意味が定かではない。便宜的
に “芳しい”(دنگوس) と読み替えた。  
14 nabī ṣadqē 









【虫食い】魂はそこから（＝春から）生命の真髄  (ras)16 を得
た。 
【虫食い】郭公 (kōil) は、究極の美声を聞かせた17。 





雨雲 (megh) が宝石 (ratan)を雨と降らす驚異を見せた。 
 
『春』第三歌 
                                                   
16 ras = Skt. rasa サンスクリット古典美学理論の中心的概念。ラサは
「ジュース、汁気、味、エッセンス」という意味であるが、美学用
語としては、芸術作品に触れて感動したときの美的陶酔を意味する。 
17 kōil = Skt. kokila 郭公の一種。サンスクリット抒情詩の伝統によれ







mayūra-cātaka-cchāga-krauñca-kokila-dardurāḥ / gajaś ca sapta ṣaḍjādīn 












パピーハー鳥20は甘い言葉 (bain)21 をうたう。甘い (madhur) 
唇 (adhar) に花の杯。  
恋するふたりは手に手を取り、糸杉 (sarv) の森に花々の環 (gul 
phūl mālā) がぶら下がる22。 
良い喉を持つ郭公 (kōil) が味わい (ras) に満ちた音響 (nād)23
を聴かせる。 
タナン、タン、タン、タナン、タン、タン、タナー、ラー24  
                                                   






















うにその顔を眺めるであろう。」［原 1991: 37］ 
23 サンスクリット古典音楽理論書において、nāda は、大宇宙に響き
渡る梵音 (Cosmic sound) をいう。 
24 内容のある歌詞を歌わないで、かわりに意味のない tā, rā, nā, dir






雨雲のごろごろという音に合わせて蛙 (dādur) が歌をうたう。 












青春 (jauban) という池27に九つの宝石は色彩を満たす。 
春のラーガ28 (basant rāg) 29 を歌え。春は花咲く。 
蓮華 (paddam30) の色が頸飾りを編んだ。少女たちの頸に春を
あらわす。 




                                                   








28 ラーガについては脚注 6 参照。 
29 basant rāg を直訳すると「春のラーガ」であるが、「バサント」と
いう名のラーガが実際に存在し、そのことをも言っている。 






(rīt) と季節 (rut) を出合わせた。 
 
『春』第五歌 
ときめき (umang) とともにきらめく春がやって来た 
女たち (sakiyān) は皆、花嫁のような晴着をまとった。 









クークー (kūhak) と郭公 (kōil) は春のラーガ (basant rāg) を
歌う。 






(Caura-pañcāśikā) に見える。第 46 歌「今もなお、眠りから起きたあ
の女を忘れない、夜も昼も。その躰は祭壇のように胴のところでく
びれていた。隆起したその乳房は甘露に満ちた二つの瓶。きらびや
かな装身具で身を飾っていたあの女…。」［上村 1998: 241］ 


















れた数々の美 (ḥusn) が輝いている。 
 
『春』第六歌 
春は 王の宮殿 (mandir) に繁栄の報せをもたらした。 
春は 眼 (nain)37 の瞳の庭園に花と果実をもたらした。 
緑は 一面の光に満ち溢れ、色とりどりの晴れ着をまとった。 













                                                   
36 rut < Skt. ṛtu  





































































表情 (mukh) をしながら。 
サバーヒー (Ṣabāḥī) ・ラーガを歌って、私を朝 (ṣabā)の王座に
座らせよ。 









49 Mukhārī と mukh「口、顔」を懸けた駄洒落。ラーガ  Mukhārī は、















ガウリー (gaurī)・ラーガを歌えば、色白の女 (gaurī) たちの王
国を征服できる56。 
サーラング (sārang)・ラーガ 鹿 (sārang) の眼をした女性は、
すべて (sab) の色彩 (rang) に美を付与する57。 
マルハーラ・ラーガ（雨期のラーガ）は、すべての花のような
ラーガを打ち負かした58。 
                                                   
52 上手い洒落とは言えないが、sirī (Skt. śrī) 「吉祥」と istrī「女性」
を懸けてあるのか？シュリー・ラーガはラーガの王者と言われ、今
日でも人気ある旋律である。 













































『祝祭（イード）と音楽』 [Ja ‘afar 1998: 376]  
常に、王が宴において愛の歓びを味わいますように。 
この王は、王国と高い存在 (bhav) を所有し、 


















これらの楽器から生命のリズム (jīo kē chand) が生まれる。  
この調べ (dhun) から七つの天が響く61。  















『王の曲 (tarānah)64』  [Ja‘afar 1998: 393]  
美し御方 (sujān) ［に授かった］［かずかずの］国土 (pl.) ［を
従えて］君、王よ、とこしえに生きよ！ 














63 P. sipand, isfand. 香草の名。ウンコウ。 














サファイヤや真珠の皿に、燈火 (ārtī) が美しいく似つかわしい。 
酒姫 (sāqī) よ愛 (pēm) 68 のさかづきをいっぱいにして、人生
を楽しむために 69飲ませておくれ。 
木星はダンサー (naṭuā) となっておどりまわり、金星はハープ 








                                                  








68 pēm < Pkt. pemma < Skt. prema 
69 ‘aishōn kē taīn. 文字どおりには「豪奢の為に」 













略号   
Pkt. = Prakrit   P. = Persian  Skt. Sanskrit  U. = Standard Urdu  
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